
発表者：

雨水を防災用備蓄水に！（その２）　～密閉保存した雨水中の細菌数の時間変化について～

三浦 雄二

巨大地震に対する防災が叫ばれている今、天然の蒸留水で有る雨水を備蓄水にすることを昨年
の本研究・活動発表会で提案した。昨年の発表では、密閉された雨水中の細菌は時間と共に死滅
するのではないかと云う推定を述べたが、今回は採水直後からの細菌数の時間変化を測定した結
果、それが微生物学で云う細菌の増殖曲線に乗るもので有り、最終的に死滅することが分った。
非常時の備えは色々な状況を考えれば一つではなく複数有った方が良いと考えるがこの密閉貯蔵
雨水もその選択肢の一つになるのではと考える。今後更にデータを積み重ねて、広く勧められる
ようにしたい。






